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１．CSR法務とは何か

　「CSR法務」は造語で、あまり一般的には使用

されていない。CSR（Corporate Social Responsibility）

とは、企業の社会的な責任を示すものであり、企

業の法的な責任と対比的な意味合いを持つ。法的

な責任を超えて、さらに社会的な責任を果たすべ

きという考え方から生まれた言葉である。この社

会的な責任と法務がなぜ結びつくのか疑問を持つ

人も多いであろう。しかし、最近、CSRの実務に

おいてパラダイムシフトが見られ、CSRは、自主

的な取組みだけに留まらず、一部の分野では、法

的義務やそれと同等のレベルにまで進展してきて

いる。その結果、「CSRリスク」、すなわちCSR取

組み不足の企業に対する法令違反リスクやレピュ

テーションリスクが無視できないものとなりつつ

ある。このようなCSRリスクに対する法的・実務

的対応としてのCSR法務が極めて重要な法分野に

なっている。
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